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Luncheon Seminar 1 Current Status and Future Perspectives of Digital Workflows in
Prosthodontic Clinical Practice

[LS1] Current Status and Future Perspectives of Digital Workflows in Prosthodontic Clinical Practice
*Hisatomo Kondo1 (1. Aichi Gakuin University, Faculty of Dentistry, Department of Crown and Bridge Prosthodontics
and Oral Implantology)
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Luncheon Seminar 2 Strategic Use of Denture Adhesives in Advanced Prosthodontic Care
(Support Company : HaleonJapan k.k.)

[LS2] Strategic Use of Denture Adhesives in Advanced Prosthodontic Care
*Kenichi Matsuda1,2 (1. HILIFE Denture Clinic Osaka Umeda, 2. Kansai Branch)
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12:10 PM - 1:00 PM JST | 3:10 AM - 4:00 AM UTC | Room 3 (WINC AICHI 5F Small Hall 1)
Luncheon Seminar 3 STREAK- I ; Treatment by a laser device that provides an
unexperienced area without anesthesia and medication (Support Company : Absolute &
Co.,Ltd)

Chair: Shigemitsu Sakuma (Aichi Gakuin University)

[LS3] STREAK- I ; Treatment by a laser device that provides an unexperienced
area without anesthesia and medication
*Takahiro Yajima1 (1. Yajima Dental clinic)

Luncheon Seminar

12:10 PM - 1:00 PM JST | 3:10 AM - 4:00 AM UTC | Room 4 (WINC AICHI 5F Small Hall 2)
Luncheon Seminar 4 Smilecloud 3DNA: Steps from Initial Implementation to Clinical
Application (Support Company : Straumann Japan K.K.)

[LS4] Smilecloud 3DNA : Steps from Initial Implementation to Clinical Application
*Nobuyoshi Sugioka1 (1. Sugioka Dental Clinic)
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Keywords：口腔内スキャナー、補綴歯科治療、デジタルワークフロー

近年、補綴歯科臨床の現場においては、口腔内スキャナー（IOS）を起点としたデジタルワー
クフローが急速に普及している。

　本講演では、iTero Luminaを用いた基礎研究の結果をもとに、印象精度と歯列の再現性を高
めるための具体的な運用ポイントについて、エビデンス・ベースで解説する。特に以下の点に
フォーカスして、デジタルワークフローの現在と今後の展望を会員の先生方と討論したい。
・日常臨床で適用可能なデジタルワークフローの設定
・スキャン精度を左右するパウダー活用の実践的テクニック
・スキャンデータの精度が補綴設計に与える影響とその結果から導かれた設計原則を整理する
　光学印象採得の保険適用も進む、補綴CAD/CAM冠を中心とした現状の活用に加え、今後の補
綴臨床・インプラント臨床におけるデジタルワークフローについても触れる。
　すなわち、口腔内スキャナーを単なる“印象採得機器”としてではなく、診療ワークフローの
起点となるツールとしてどう活用するかという視点から、臨床実装の考え方を提示する。
　本講演を通じて、補綴歯科治療ならびに口腔インプラント治療におけるデジタルワークフ
ローの本質を、再定義し、解説する。
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Keywords：義歯の3要素から考える義歯安定剤の役割、歯安定剤に関するエビデンス、義歯安定剤の使用を
勧める症例

歯科医師にとって義歯安定剤は、「適切な義歯が製作されていれば不要なもの」、「義歯臨床
が不得意な場合に勧めるもの」、あるいは「不適合義歯への応急的な対応」といった否定的な
イメージを持たれがちである。

　しかし実際の臨床においては、補綴専門医であっても一定の条件下では義歯安定剤の使用を
推奨する場面が存在する。本セミナーでは、義歯安定剤を感覚的に否定・肯定するのではな
く、適切な臨床的判断に基づいた一つの選択肢として再考することを目的として、講演を行い
たい。

　まず、義歯の3要素（支持・把持・維持）の観点から義歯安定剤が果たす役割を整理し、何
のために義歯安定剤が必要なのか？を考察してみたい。

　続いて、補綴専門医が知っておくべき、近年の義歯安定剤の有効性に関するエビデンスを紹
介する。その上で、義歯臨床において「あえて使用を考慮すべき場面」とはどのような症例か
を具体的に供覧したい。
　義歯安定剤の役割を理解して、患者に正しく勧めることは、義歯の機能性の向上のみなら
ず、患者のQOLの向上や心理的な安心感にも繋がる重要な要素である。
　さらに、臨床現場で不可欠となる義歯安定剤の正しい使用方法、および患者への適切な説明
と指導のポイントについても詳しく解説する。

　本講演を通じて、義歯安定剤を単なる応急的な対処法としてではなく、患者の満足度を高め
るための有効なツールとして戦略的に活用するための指針を示したい 。
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Keywords：無麻酔、口腔内溶接、印象採得

Nd:YAGレーザーは組織浸透力が強く組織ダメージを与えやすいもの？
　従来はそのようなイメージでとらえられがちなNd:YAGレーザーであったが、STREAK-Ⅰは安
全にかつ多様な臨床に浸潤麻酔さえ不要にて使用できる機器である。今回紹介するSTREAK-Ⅰ
は他のNd:YAGレーザーにはない独自の発振機構を備え、最高出力13.86W最大ピークパワー
4KWと高出力を備えたレーザー機器であり、ハイピークパルスタイプのフレキシブルファイ
バー導光式のNd:YAGレーザーである。さらにパルス発振の詳細なコントロールが可能で
1~99ppsまで細かなコントロールが可能であり、その発振は１万分の数秒単位と繊細なもので
ある。最大の特徴はパルス幅を4種類備えており、50μs、100μs、200μs、400μsと可変式であ
り、パルス幅の違いにより軟組織から硬組織まで様々な治療に応用できる。またファイバー先
端を加工することにより先端は最大２７８０℃になる(金沢大学)が１万分の数秒単位の正確な
発振そして独自の注水機構により熱蓄積が起こりにくく、歯髄処置においてさえ無麻酔下にて
使用が可能となる。補綴分野においても印象採得をはじめにろう着用インデックス採得、口腔
内溶接など多様な応用が可能となる。今回はさまざまな臨床例とともに紹介する。
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Keywords：デジタル診断、補綴治療計画、顔貌主導型の補綴治療(Facially Driven Prosthetics）

デジタル技術が日常に浸透した今日、歯科医療の完全なデジタル化は不可欠な要件となってい
ます。従来の口腔内を主流とした補綴計画から、顔貌主導型補綴治療（Facially Driven
Prosthetics）へと移行する時代を迎えました。
　本稿では、デジタルツールを活用した顔貌主導型補綴治療計画をテーマに、
Smilecloud3DNAを用いた具体的なプロセスを解説します。本ソフトは無料で導入できるた
め、初期設定から臨床応用までの手順を段階的にご紹介します。高度な補綴治療のビジュアル
化は、患者様の同意獲得に貢献し、新たな歯科臨床の可能性を拓きます。
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